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成
人
式

65
回

　
成
人
の
日
の
9
日
、
下
市

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
65
回

目
を
迎
え
た
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ

た
、
今
年
の
成
人
式
に
は
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
色
と
り

ど
り
の
振
袖
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
が
次
々
に
訪
れ
ま
し

た
。

　
今
年
の
成
人
式
に
は
男
子

43
名
、
女
子
37
名
の
併
せ
て

80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
堀
教
育
長
が
開

式
を
宣
言
し
た
あ
と
、
山
村

美
貴
さ
ん
が
司
会
を
努
め
、

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
町
長
は
、「
二
十
歳
は

ひ
と
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、

大
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は

自
由
や
権
利
が
与
え
ら
れ
る

代
わ
り
に
義
務
も
生
じ
て
き

ま
す
。
人
生
の
大
き
な
区
切

り
を
し
っ
か
り
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
二
十

歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
糀
町
議
会
議
長
が
「
成

人
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
大
い
に
前
進
し
、
明

日
の
社
会
を
明
る
く
す
る
原

動
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
ほ
か
、
大
谷
区
長

連
合
会
長
は
「
大
人
と
し
て

考
え
行
動
し
、
社
会
と
ど
の

よ
う
に
対
峙
し
て
い
く
の
か
、

自
分
に
問
い
か
け
な
が
ら
進

ん
で
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
幾

分
緊
張
し
た
表
情
で
二
十
歳

の
重
み
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ

取
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
祝
福
に
応
え
、
新
成
人
を

代
表
し
て
宇
野
悦
耳
さ
ん
が
、

「
不
安
の
多
い
社
会
情
勢
の

中
で
私
た
ち
は
自
分
の
歩
む

道
を
真
摯
に
考
え
、
自
分
た

ち
に
出
来
る
こ
と
に
努
力
を

続
け
て
行
き
た
い
で
す
。」

と
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
最
後
に
谷
玲
佳
さ
ん
の
指

揮
で
町
歌
を
全
員
で
合
唱
し

た
あ
と
、
金
田
教
育
委
員
長

の
発
声
で
万
歳
を
三
唱
し
、

新
成
人
の
前
途
を
祝
い
ま
し

た
。

　
式
を
終
え
た
皆
さ
ん
は
、

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た

に
、
懐
か
し
い
友
人
ら
と
顔

を
合
せ
て
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

第

れ
い

え
つ
じ

か

特集

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
い
つ

　
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

　
は
あ
ま
り
迷
惑
を
か
け
な
い

　
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　泉
沢

　紀
恵
（
立
石
）

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
い
つ

　
も
あ
り
が
と
。
こ
れ
か
ら
も

　
お
世
話
か
け
る
と
思
い
ま
す

　
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
阪
口

　祐
子
（
善
城
）

★
お
母
さ
ん
、
パ
パ
！
い
っ
ぱ

　
い
お
世
話
か
け
た
け
ど
こ
れ

　
か
ら
も
よ
ろ
し
く
っ
！
　

　
　東

　
　侑
里
（
小
路
）

★
ぱ
ぱ
！
ま
ま
！

　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ

　
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
　濱
田
千
代
宝
（
阿
知
賀
）

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
い
つ

　
も
あ
り
が
と
〜
。

　
　桐
山

　恵
美
（
栃
原
）

二十歳の門出を祝う

ご
両
親
や
家
族
へ

普
段
は
恥
ず
か
し

く
て
な
か
な
か
言

え
な
い
感
謝
の
気

持
ち
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

★
い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宜

　
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　辻

　
　一
晃
（
平
原
）

★
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
　松
尾

　大
樹
（
阿
知
賀
）

★
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

　
　中
本

　祐
太
（
広
橋
）

ち
よ
み
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議
会
だ
よ
り

平
成
23
年
第
11
回
町
議
会（
臨
時
会
）

　
平
成
23
年
第
11
回
町
議
会
臨

時
会
が
12
月
26
日（
会
期
１
日
）に

開
か
れ
、町
議
会
議
長
辞
職
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

 

諸
報
告

▼
平
成
23
年
11
月
分
例
月
出
納

検
査
結
果
報
告
書

▼
議
員
派
遣
報
告
書

 

議

　案

▼
下
市
町
議
会
議
長
の
選
挙
に

つ
い
て

　
投
票
の
結
果
、糀
正
恒
議
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
下
市
町
議
会
副
議
長
の
選
挙

に
つ
い
て

　
投
票
の
結
果
、川
北
肇
議
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
下
市
町
議
会
運
営
委
員
会
、

常
任
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委

員
長
及
び
委
員
の
選
任
に
つ
い

て　
下
表
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

副
議
長

　川 

北

　

 
肇

議
長

　
　糀

　

 

正 

恒

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

総務厚生委員会

建設経済委員会

行財政改革特別委員会

廃棄物処理問題特別委員会 杦本　龍昭

矢野　和男

東　　晃市

奥田　祐三

黒飛　　隆
中西　　健

森本　晴男

糀　　正恒

森本　晴男

吉井　辰弥

中西　　健

川北　　肇

杦本　龍昭
矢野　和男吉井　辰弥

杦本　龍昭

奥田　祐三

森本　晴男

　議員全員
（平成23年5月10日設置）

　議員全員
（平成23年5月10日設置）

川北　　肇

　
1
月
16
日
、県
消
防
協
会

吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が
大

淀
町
平
畑
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、下
市
町
か
ら
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
知
事
表
彰

　
小
澤
　
和
生
　
　
⑦

　
𠮷
田
　
憲
次
　
　
⑩

　
中
井
　
　
清
　
　
⑫
　

奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
奥
田
　
明
史
　
　
②

　
北
谷
　
壽
朗
　
　
⑥

　
吉
岡
　
良
訓
　
　
⑨
　

　
中
垣
内
　
敏
博
　
⑪

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部

長
表
彰

　
東
　
　
安
裕
　
　
④

　
小
林
　
延
昭
　
　
④

　
今
西
　
和
昭
　
　
⑩

　
森
田
　
浩
一
　
　
⑪

　
鍵
谷
　
壽
宏
　
　
⑫

　
上
田
　
秀
孝
　
　
⑫

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
○
内
数
字
は
分
団
名

吉
野
支
部

　
　
　連
合
出
初
式

※総務厚生委員会と特別委員会は変更なし。

4
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１
月
８
日
、
新
春
恒
例
の

町
消
防
団
出
初
式
が
下
市
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
町
内
に
あ
る
12
消
防
分

団
の
団
員
２
５
8
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
東
町
長
が
式

辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
松
尾
団

長
が
「
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ

と
は
難
し
い
が
、
事
前
の
避

難
誘
導
で
災
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
は
出
来
る
。
火

災
に
お
い
て
も
地
域
住
民
の

防
火
意
識
向
上
に
努
め
、
予

防
消
防
の
徹
底
を
図
っ
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
消
防
活
動
に

尽
く
さ
れ
た
団
員
に
、
表
彰

状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
消
防
水
利
を
確
保
す
る

た
め
の
土
地
を
提
供
さ
れ
た

丹
生
の
乾
新
治
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

　
　
※
順
不
同
・
敬
称
略

　
　
※
内
の
数
字
は
分
団
名

▼
町
長
表
彰

【
感
謝
状
（
退
職
団
員
）
】

岡
田
靜
一 

・
亀
田
成
生

福
井
達
也 
・
西
　
勇
　

嶋
田
　
勤 
・
梶
谷
美
代
治

清
水
郁
夫 
・
前
久
保
清
明

森
　
隆
明 

・
故 
大
　
重
良

故 

乾
雅
博
・
保
田
茂
樹

小
倉
富
和

【
勤
続
20
年
】

奥
田
明
史
②
・
大
辻
善
嗣
④

尾
崎
和
彦
④
　
竹
上
和
宏
⑤

本
田
雅
也
⑧
　
阪
田
博
也
⑧

大
川
訓
弘
⑧
　
辻
本
秀
章
⑧

岡
田
篤
典
⑪
　
喜
多
弘
昭
⑫

中
迫
　
勲
⑫

団
出
初

防

町
消

式

【
勤
続
15
年
】

森
田
晃
央
③
　
花
井
知
弥
③

中
谷
耕
三
③
　
掘
　
権
吾
⑨

⻆
田
哲
典
⑫

【
勤
続
10
年
】

松
谷
好
純
①
　
西
浦
　
優
①

廣
橋
昌
紀
③
　
林
　
健
作
④

中
林
　
渡
④
　
浦
西
　
晃
④

植
田
展
弘
⑤
　
岡
田
健
司
⑥

辰
巳
嘉
直
⑦
　
山
内
久
男
⑦

仲
嶋
幸
久
⑧
　
堀
健
一
郎
⑨

南
　
和
宏
⑪

▼
団
長
表
彰

【
表
彰
状
】

日
浦
勝
治
⑦
　
𠮷
岡
岩
男
⑨

▼
中
吉
野
警
察
署
長
表
彰

【
感
謝
状
】

　
川
定
宏
⑦
　
和
田
崇
志
⑦

大
谷
一
人
⑦
　
吉
岡
寿
修
⑨

戌
亥
俊
敬
⑨

【
勤
続
30
年
】

大
川
博
史
⑧

5
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平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

　個
人
町
県
民
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

税務課からの
　お知らせ

　　　扶養控除の見直しによる町県民税額の計算例
　　　　　～下市一郎さん（45歳）の場合～
●家族構成　妻（40歳）、長男（17歳）、次男（14歳）
●給与収入　600万円（所得426万円）●社会保険料　80万円　
≪控除額の計算≫
　　　　　改正前（平成23年度）　→　改正後（平成24年度）
＊社会保険料控除　　８０万円　　→　　　８０万円
＊配偶者控除　　　　３３万円　　→　　　３３万円
＊扶養控除　　　長男４５万円　　→　　　３３万円
＊扶養控除　　　次男３３万円　　→　　　　０万円
＊基礎控除　　　　　３３万円　　→　　　３３万円
控除額合計　　　　２２４万円　　→　　１７９万円
年税額　　　　　１９万１千円　　→　２４万９千円
下市一郎さんの場合、町県民税額は５万８千円の増額となります。

■問い合わせ　

税務課　

５２－０００１（代）

６８－９０６６（直通）

　
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
個
人
町
県
民
税
の
税
制

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
扶
養
控
除
の
見
直
し

①
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族

（
年
少
扶
養
親
族
）
に
係
る

扶
養
控
除
（
33
万
円
）
が
廃

止
と
な
り
ま
す
。

②
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特

定
扶
養
親
族
に
か
か
る
扶
養

控
除
の
上
乗
せ
部
分
（
12
万

円
）
を
廃
止
し
、
扶
養
控
除

の
額
が
33
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
「
子

ど
も
手
当
の
支
給
」
及
び
「

高
校
授
業
料
無
償
化
」
の
制

度
開
始
に
伴
っ
て
、
平
成
22

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
も
の
で
、
所
得
税
は

平
成
23
年
分
か
ら
、
町
県
民

税
は
平
成
24
年
度
分
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
改
正
に
よ
り
町
県
民

税
の
税
額
が
昨
年
ま
で
と
大

き
く
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

個人町県民税の扶養控除の等全体像

6

■
同
居
特
別
障
害
加
算
の
特

例
の
改
組

　
年
少
扶
養
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
控
除

対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族

が
同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
配
偶
者

控
除
ま
た
は
扶
養
控
除
の
額

に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置

を
、
特
別
障
害
者
に
対
す
る

障
害
者
控
除
の
額(

30
万
円)

に
、
23
万
円
を
加
算
し
、
53

万
円
と
す
る
措
置
に
改
め
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
少
扶
養
親
族
が

障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、

年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
障
害
者
控
除
は
引

き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
給
与
所
得
者
お
よ
び
公
的

年
金
等
受
給
者
に
係
る
扶
養

親
族
申
告
書
の
提
出

　
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
伴

い
、
給
与
所
得
ま
た
は
公
的

年
金
等
受
給
者
で
、
所
得
税

法
の
規
定
に
よ
り
扶
養
控
除

等
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
対
し
、

個
人
町
県
民
税
に
係
る
扶
養

親
族
申
告
書
の
提
出
義
務
が

課
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
齢
16
歳
未
満

の
年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
る
も
の
の
、
個
人
町
県
民

税
の
非
課
税
限
度
額
の
算
定

に
「
扶
養
親
族
の
数
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
年
齢

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
方

も
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
た
め
で
す
。

※
年
齢
16
歳
未
満
の
年
少
扶

養
控
除
は
33
万
円
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
障
害
者
控
除

や
同
居
の
特
例
措
置
は
残
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
等
に
お
い
て
は
、
16
歳
未

満
の
年
少
扶
養
親
族
に
つ
い

て
も
、
該
当
者
の
氏
名
等
お

よ
び
障
害
の
有
無
に
つ
い
て

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

■
寄
附
金
税
制
の
拡
充

・
個
人
町
県
民
税
の
寄
附
金

税
額
控
除
適
用
下
限
額
の
引

き
下
げ

　
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
が
５
千
円
か
ら
２
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
よ
り

小
額
の
寄
附
で
も
税
額
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
平

成
23
年
１
月
１
日
以
後
に
支

払
す
る
寄
附
金
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。）

【
対
象
と
な
る
寄
附
金
】

・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

対
す
る
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

寄
附
金
）

・
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同

募
金
会
及
び
住
所
地
の
日
本

赤
十
字
社
支
部
等
に
対
す
る

寄
附
金

・
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
台

風
12
号
の
被
災
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
対
す
る
義
援
金
お

よ
び
寄
附

※
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
寄
附
先
の
発
行
し

た
領
収
書
等
を
添
付
し
て
税

務
署
で
確
定
申
告
（
ま
た
は

町
県
民
税
の
申
告
）
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

・
譲
渡
所
得
等
に
対
す
る
軽

減
税
率
の
延
長

　
上
場
株
式
等
の
配
当
等
及

び
譲
渡
所
得
に
係
る
軽
減
税

率
10
％
（
所
得
税
７
％
お
よ

び
住
民
税
３
％
）
の
適
用
期

限
が
２
年
延
長
さ
れ
、
平
成

25
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

■
非
課
税
口
座
内
の
少
額
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得

及
び
譲
渡
所
得
等
の
非
課
税

措
置
の
施
行
日
の
延
長
に
つ

い
て

　
平
成
24
年
か
ら
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
上
場
株
式

等
に
係
る
配
当
所
得
及
び
譲

渡
所
得
等
の
非
課
税
措
置
の

創
設
に
つ
い
て
、
軽
減
税
率

伴
い
、
施
行
日
を
２
年
延
長

し
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　吉野税務署からのお知らせ

～所得税の確定申告について～

平成23年分の所得税の確定申告の

時期となりました。税務署での申

告の受付期間は、２月16日（木）

から３月15日（木）までとなって

います。（還付申告については２

月15日（水）以前でも申告書を提

出することができます。）また下

記のとおり確定申告の相談会を開

催しますのでご利用ください。

■年金受給者のための相談会

【日時】

　2月14日(火）・2月15日（水）

　午前10時～正午・午後1時～4時

【場所】　

　農村環境改善センター（役場隣）

※事業所得、不動産所得、譲渡所

得についての相談は行っておりま

せんので、税務署に相談してくだ

さい。

■税理士等による地区相談会

【日時】

　2月20日（月）～2月24日（金）

　午前10時～正午・午後1時～4時

【場所】吉野納税協会（税務署隣）

※土地・建物や株式等の譲渡、贈

与税、相続税、山林所得や住宅借

入金等特別控除の相談は行ってお

りませんので、税務署に相談して

ください。

【問い合わせ】吉野税務署　

　☎　０７４６-３２-３３８５
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■
同
居
特
別
障
害
加
算
の
特

例
の
改
組

　
年
少
扶
養
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
控
除

対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族

が
同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
配
偶
者

控
除
ま
た
は
扶
養
控
除
の
額

に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置

を
、
特
別
障
害
者
に
対
す
る

障
害
者
控
除
の
額(

30
万
円)

に
、
23
万
円
を
加
算
し
、
53

万
円
と
す
る
措
置
に
改
め
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
少
扶
養
親
族
が

障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、

年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
障
害
者
控
除
は
引

き
続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
給
与
所
得
者
お
よ
び
公
的

年
金
等
受
給
者
に
係
る
扶
養

親
族
申
告
書
の
提
出

　
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
伴

い
、
給
与
所
得
ま
た
は
公
的

年
金
等
受
給
者
で
、
所
得
税

法
の
規
定
に
よ
り
扶
養
控
除

等
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
対
し
、

個
人
町
県
民
税
に
係
る
扶
養

親
族
申
告
書
の
提
出
義
務
が

課
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
齢
16
歳
未
満

の
年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
る
も
の
の
、
個
人
町
県
民

税
の
非
課
税
限
度
額
の
算
定

に
「
扶
養
親
族
の
数
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
年
齢

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
方

も
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
た
め
で
す
。

※
年
齢
16
歳
未
満
の
年
少
扶

養
控
除
は
33
万
円
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
障
害
者
控
除

や
同
居
の
特
例
措
置
は
残
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
等
に
お
い
て
は
、
16
歳
未

満
の
年
少
扶
養
親
族
に
つ
い

て
も
、
該
当
者
の
氏
名
等
お

よ
び
障
害
の
有
無
に
つ
い
て

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

■
寄
附
金
税
制
の
拡
充

・
個
人
町
県
民
税
の
寄
附
金

税
額
控
除
適
用
下
限
額
の
引

き
下
げ

　
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
が
５
千
円
か
ら
２
千

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
よ
り

小
額
の
寄
附
で
も
税
額
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
平

成
23
年
１
月
１
日
以
後
に
支

払
す
る
寄
附
金
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。）

【
対
象
と
な
る
寄
附
金
】

・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に

対
す
る
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

寄
附
金
）

・
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同

募
金
会
及
び
住
所
地
の
日
本

赤
十
字
社
支
部
等
に
対
す
る

寄
附
金

・
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
台

風
12
号
の
被
災
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
対
す
る
義
援
金
お

よ
び
寄
附

※
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
寄
附
先
の
発
行
し

た
領
収
書
等
を
添
付
し
て
税

務
署
で
確
定
申
告
（
ま
た
は

町
県
民
税
の
申
告
）
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

・
譲
渡
所
得
等
に
対
す
る
軽

減
税
率
の
延
長

　
上
場
株
式
等
の
配
当
等
及

び
譲
渡
所
得
に
係
る
軽
減
税

率
10
％
（
所
得
税
７
％
お
よ

び
住
民
税
３
％
）
の
適
用
期

限
が
２
年
延
長
さ
れ
、
平
成

25
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

■
非
課
税
口
座
内
の
少
額
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得

及
び
譲
渡
所
得
等
の
非
課
税

措
置
の
施
行
日
の
延
長
に
つ

い
て

　
平
成
24
年
か
ら
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
上
場
株
式

等
に
係
る
配
当
所
得
及
び
譲

渡
所
得
等
の
非
課
税
措
置
の

創
設
に
つ
い
て
、
軽
減
税
率

伴
い
、
施
行
日
を
２
年
延
長

し
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　吉野税務署からのお知らせ

～所得税の確定申告について～

平成23年分の所得税の確定申告の

時期となりました。税務署での申

告の受付期間は、２月16日（木）

から３月15日（木）までとなって

います。（還付申告については２

月15日（水）以前でも申告書を提

出することができます。）また下

記のとおり確定申告の相談会を開

催しますのでご利用ください。

■年金受給者のための相談会

【日時】

　2月14日(火）・2月15日（水）

　午前10時～正午・午後1時～4時

【場所】　

　農村環境改善センター（役場隣）

※事業所得、不動産所得、譲渡所

得についての相談は行っておりま

せんので、税務署に相談してくだ

さい。

■税理士等による地区相談会

【日時】

　2月20日（月）～2月24日（金）

　午前10時～正午・午後1時～4時

【場所】吉野納税協会（税務署隣）

※土地・建物や株式等の譲渡、贈

与税、相続税、山林所得や住宅借

入金等特別控除の相談は行ってお

りませんので、税務署に相談して

ください。

【問い合わせ】吉野税務署　

　☎　０７４６-３２-３３８５
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平
成
24
年
度
　

　町
民
税
・
県
民
税
申
告
の
お
願
い

税務課からの
　お知らせ

■問い合わせ　
税務課　
５２－０００１（代）
６８－９０６６（直通）

　平成23年中の所得に対して課税される、平成24年度町県民税の申
告書を提出していただく時期になりました。
　この申告書は、みなさんの町県民税・国民健康保険税等を正しく
算出する基礎となり、所得証明などの証明書発行にも重要なもので
すので必ず期限内に申告してください。
　申告が必要と思われる方には、町県民税の申告書を郵送いたしま
す。郵送されていない方で申告書が必要な方は、ご連絡ください。

町民税・県民税の申告をしなければならない人　
　平成 24 年 1 月 1 日現在、町内に住所があり、平成 23 年中（平成
23 年１月１日～ 12 月 31 日）に所得のあった人。
※ただし、次の人は申告の必要がありません。

◆確定申告を税務署へ提出される人
◆給与所得のみで、勤務先などから給与支払報告書が役場へ提出さ
れている人（注）
◆公的年金所得のみで、支払先から公的年金等支払報告書が役場に
提出されている人（注）
（注）各種所得控除（雑損控除・医療費控除・社会保険料控除・生
命保険料控除･地震保険料控除・配偶者特別控除・扶養控除等）を
受けようとする人または、控除対象配偶者控除、扶養控除等に変更
がある人は、町民税・県民税申告書又は確定申告書の提出が必要と
なります。

※平成 23 年中に所得がなかった場合でも下記のような方は、それ
ぞれの業務の基礎資料となりますので、町県民税申告書の提出をお
願いいたします。

①国民健康保険に加入している人
（国保税算定や軽減判定及び高額医療費の判定に必要）
②介護保険に加入している人（保険料の算定に必要）
③後期高齢者医療制度に加入している人及びその家族
（保険料の算定や軽減判定に必要）
④老人医療費等福祉医療費助成制度の受給者及びその家族
（受給資格判定資料に必要）
⑤国民年金に加入している人（免除申請に必要）
⑥障害基礎年金などの受給者（受給資格判定に必要）
⑦保育園児の保護者（保育料の算定に必要）
⑧福祉サービスを受ける人（受給資格判定資料に必要）
⑨町営住宅に入居されている人（家賃決定に必要）
⑩他の人に扶養されている人（認定等の所得証明書発行に必要）
⑪住民税に係る各種証明書等の交付を必要とする人
⑫下市町ＣＡＴＶ利用促進補助金を申請される人
（平成 24 年度予算成立が前提となります）
◆申告書提出期間　平成24年3月15日（木）まで（郵送可）
　※町県民税申告用紙は税務課窓口に備え付けてあります。

桝井　紀彦 氏（68)

12/1412/14 1/141/14

クラシックに
酔いしれる
～新春ふれあい
　　コンサート～

クラシックに
酔いしれる
～新春ふれあい
　　コンサート～

　秋野川を守る会が、町内の園児に河川美化
を呼びかけ啓発物品を配布しました。
　これは、小さい頃から河川や環境美化の意
識を持ち、故郷の美しい景観を守ってもらお
うと行っているものです。この日は、霜辻会
長をはじめ７名の役員が、下市ユートピア保
育園と下市幼稚園を訪れ「秋野川で泳いだり
魚釣りができるようにみんなも協力してくだ
さい。」と呼びかけ、折り紙などの啓発物を手
渡しました。
　また、秋野川を守る会は、下市観光文化セ
ンターから 150ｍ程上流の箇所に釣り糸を張
り、鳥から川魚を守る取り組みも行っています。
　もしも川に入られる時は、この釣り糸で怪
我をしないようにご注意ください。

農
事
功
績
が
顕
著
な
農
業
従
事
者
に

　贈
ら
れ
る
『
緑
白
綬
有
功
章
』
を
受
章

　阿
知
賀
に
お
住
ま
い
の
桝
井

紀
彦
氏
（
68
）
が
緑
白
綬
有
功

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　緑
白
綬
有
功
章
は
、
公
益
法

人
大
日
本
農
会
（
総
裁
・
桂
宮

宜
仁
親
王
）
か
ら
農
業
の
発
展

な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人
へ
贈

ら
れ
る
も
の
で
、
明
治
27
年
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
95
回
目
と

な
る
平
成
23
年
度
に
は
、
全
国

で
55
名
が
受
章
さ
れ
、
奈
良
県

か
ら
は
桝
井
氏
た
だ
一
人
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
桝
井
氏
が
永
年
社

会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応

さ
れ
、
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ

っ
て
花
卉
類
新
技
術
の
導
入
や

経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
、
地
域

の
発
展
や
農
業
者
の
育
成
な
ど

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
称
え
ら

れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　桝
井
氏
は
「
こ
の
様
な
章
を

頂
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
農
業
の
発
展
に
努

め
た
い
で
す
。」
と
受
章
の
喜

び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

秋野川を守る会
が園児に河川美
化美化を呼びか
ける

秋野川を守る会
が園児に河川美
化美化を呼びか
ける

　新春ふれあいコンサートが、下市観光文化
センターで開かれ、およそ 300 人が、すばら
しい演奏に酔いしれました。これは、東日本
大震災や台風 12 号などで沈みがちな日本を音
楽で救いたい。元気な日本を取り戻してほし
いと、ふれあいコンサート実行委員会や下市町、
そして教育委員会が主催し行われました。
　コンサートは、奈良フィルハーモニー管弦
楽団と、下市中学校コーラス部出身の学生で
結成されたアンサンブルＰＢＳが出演し行わ
れ、「カノン」や日本の四季より「冬」「春」
などが演奏されたほか、管弦楽とコーラスの
見事なジョイントコンサートも行われ、優し
い音色が心に響く至福の時となったようです。
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【問１】下市町の住みごこちについてどうお

　　　　考えですか。

　このアンケートは、下市町の今後のまちづくり施策に資することを目的に、下市町に暮らす18歳以上
の住民を対象に、まちづくりに関する意識調査を行ったものです。広報誌では、その結果を一部抜粋に
より２回に分けてご紹介いたします。下市町のホームページ（ｈttp://www.town.shimoichi.nara.jp)
では、すべての調査結果を掲載しておりますのでご覧ください。

■調査実施期間・・・平成23年１月11日～平成23年１月24日　■調 査 場 所・・・下市町全域
■調 査 方 法 ・・・調査票の郵送による調査　
■対 象 者 数 ・・・下市町に暮らす18歳以上の住民2,700人を無作為に抽出
■調 査 結 果 ・・・有効回答数1,373（回収率50.8％）

【問２】あなたはこれからも下市町に住み続

　　　　けたいと思いますか。

【問３】問２で「今後も住み続けたい」とお答えの方におたずねします。その理由は何ですか。

54.2

30.6

25.4

22.6

14.0

11.2

5.8

2.4

1.4

0.9

0.4

3.4

0.3

72.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

～住よい町づくりのために～～住よい町づくりのために～ 　■問い合わせ　企画財政課　
　　☎５２-０００１（代）６８-９０６２（直通）

非常に住みよい
4.4％

まあまあ
住みよい
39.2％

どちらとも
いえない
22.6％

やや住みにくい
23.6％

非常に
住みにくい
9.1％ どちらとも

いえない
26.7％

将来は
他に移りたい
21.1％

無回答
1.1％

無回答
0.9％

今後も住み続けたい
           51.3％

自分や家族の土地、建物があるから
生まれてからずっと住んでいるから
（まちに愛着を感じているから）

親や家族がいるから
近所や知人とのつきあいに
満足しているから

吉野川や森林などの自然環境が
よいから

住まいの周辺の生活環境がよいから

町内で仕事をしているから

買い物や通院に便利だから
福祉などの生活支援

サービスに満足しているから
通勤・通学が便利だから
公園やスポーツ施設が
充実しているから

子どもの保育、学校教育に
満足しているから

その他

無回答

10
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【問４】問２で「将来は他に移りたい」とお答えの方におたずねします。その理由は何ですか。

【問５】あなたは、現在の下市町の特に重要な課題は何とお考えですか。

54.5

47.9

38.3

25.9

15.5

15.2

14.5

14.1

11.4

11.4

（％）

44.8

31.8

29.8

27.5

26.1

23.8

13.3

8.7

8.4

7.8

7.1

6.9

5.8

4.0

2.1

1.2

1.1

1.9

11.3

（％）

0.7

4.8

5.5

5.5

『まちづくりアンケート』の調査結果をご紹介！『まちづくりアンケート』の調査結果をご紹介！

0.0 20.0 40.0 60.0

買い物や通院に不便だから

通勤・通学が不便だから

働く場がないから

公共料金などが高いから

町外に住宅を求めたいから
福祉などの生活支援サービスに

不満があるから
住まいの周辺の生活環境が

よくないから
まちに愛着を感じてないから
町外の親、子や親類の近くに

住みたいから
公園やスポーツ・余暇施設が

少ないから
子どもの保育、学校教育に

不満があるから
近所や知人とのつきあいに

不満があるから
その他

無回答

若者定住対策
新しい働く場の確保
高齢社会への対応

　　　公共交通（買い物や通院の支援）充実
道路・交通網の整備充実
保健・福祉・医療の充実

農林業など地場産業の活性化
市街地及び集落地の居住環境の向上

行財政の健全化対策
子どもの保育、学校教育の充実

観光振興
宅地の供給

　　住民と行政との連携（協働）体制強化
広域行政の充実
防犯・防災対策

環境・省エネルギー対策
情報基盤の充実

その他
無回答

0.0 20.0 40.0 60.0

11
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②
介
護
予
防
教
室
・
元
気
塾
　

（
65
歳
以
上
の
方
対
象
）

・
日
時

　
２
月
24
日
（
金
）　
　
　
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
内
容

　「
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
」

・
講
師

　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
鍵
田
忠
芳
氏
　

・
場
所
　
　
下
市
温
泉
秋
津
荘

・
参
加
費
　
無
料

・
申
込
方
法

　
前
日
ま
で
に
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ

　
い
。

①
介
護
予
防
普
及
啓
発
講
座

　
介
護
予
防
と
地
域
で
の
支
援

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

【
第
２
回
】
　

・
日
時
　

　
２
月
18
日
（
土
）
　
　
　
　

　
午
後
１
時
〜
４
時

・
内
容

　「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

　
査
か
ら
地
域
の
介
護
予
防
の

　
課
題
を
考
え
る
」

・
講
師

　
奈
良
県
立
医
科
大
学
地
域
看

　
護
学
教
授
城
島
哲
子
氏

【
第
３
回
】

・
日
時

　
３
月
３
日
（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
開
催
の
お
知
ら
せ介

護
支
援
課
内
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
０
０
０
１（
代
）IP
68
９
０
６
４（
直
通
）

・
内
容

　「
介
護
予
防
の
必
要
性
〜

通
所
型
介
護
予
防
事
業
〔
は

つ
ら
つ
教
室
〕
か
ら
見
た

介
護
予
防
の
進
め
方
と
下

市
町
の
状
況
」

・
講
師

　
株
式
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー
　

　
理
学
療
法
士
江
藤
隆
夫
氏

・
場
所

　
下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

　
２
階
研
修
室

・
受
講
費
　
無
料

・
対
象

　
下
市
町
に
居
住
、
若
し
く

　
は
町
内
で
勤
務
さ
れ
て
い

　
る
方

・
申
込
方
法

　
２
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

様々な心の問題や病気で悩んでいる方のご相談に応じます。相談は、予約制ですのでご希望の方は、ほけん年金課までお電話ください。
【日時】３月２２日（木）①午後２時３０～３時２０分　②午後３時３０分～４時２０分　【場所】保健センター2階研修室
【申し込み・問い合わせ】　ほけん年金課　☎　５２－０００１（代）　ＩＰ　６８－９０６５（直通）

こころの健康相談

事　　業　　名 日　　　　　　　　　時 対　象　者　・　内　容　等

特 定 健 康 診 査 ２月１日（水）午前９時～ 10時受付 40歳以上の国民健康保険加入者で特定健診未
受診の方

献 血 ２月６日（月）午前10時～正午 献血にご協力お願いします。
場所：下市町役場

子 育 て 教 室 ２月８日（水）午前10時～正午 ４歳までの幼児及びその保護者
内容：「おはなしの部屋」

ＢＣＧ予防接種 ２月16日（木）午後1時15分～1時30分受付 平成23年10月1日～平成23年10月31日生

三種混合予防接種 ２月16日（木）午後1時30分～1時45分受付 平成23年５月1日～平成23年８月31日生

乳児健康
診　　査

3～ 5ヶ月児
２月23日（木）

午後1時～1時20分受付 平成23年９月1日～平成23年11月30日生

9～ 11 ヶ月児 午後1時40分～2時受付 平成23年３月1日～平成23年５月31日生

場所／保健センター健康スケジュール
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２月２０日（月）
は町県民税第３期の納期限です。

２月２９日（水）
は国民健康保険税第９期の納期限です。
納期限を守って納め忘れのないようにお納めください。
※口座振替ご利用の方は、預貯金残高のご確認をお願い
します。

秋津荘では、下記のとおり自動販売機設置希望者を募集
します。
■設置場所　
　ア）日帰り温泉明水館　自動販売機コーナー
　イ）下市温泉秋津荘　駐車場内　　　　　　
■申込受付期間
　３月１日（木）から３月１５日（木）正午まで
■申し込み・問い合わせ
　下市温泉秋津荘　☎　　５２－２６１９
　　　　　　　　　ＩＰ　６８－９０８１

■募集種目  幹部候補生・予備自衛官補
≪幹部候補生≫
■受付期間
　２月１日（水）～４月２７日（金）
■試験日時
　１次試験　５月１２日筆記試験
　　　　　　５月１３日筆記式操縦適性検査
　　　　　　　　　　　（飛行要員希望者のみ）
　２次試験　６月１２日～１５日の内の指定日
■受験資格　
　22歳以上26歳未満の者（平成25年4月1日現在）
　20歳以上22歳未満で大学卒業に相当する者
≪予備自衛官補≫
■受付期間
　１月１１日（水）～４月４日（水）
■試験日時
　４月１３日～１６日の指定する１日
■受験資格　
　平成24年7月1日現在
　一般公募　18歳以上34歳未満の者
　技能公募　18歳以上35歳未満の者で国家免許資格等
を有する者（資格により54歳または53歳未満となりま
す。）　　　
■問い合わせ
　自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所
　☎　０７４７－２２－３７８９

く
ら
し
の
情
報 法テラス南和法律事務所

〈常駐の弁護士が相談にあたります〉

中南和法律相談センター
無料法律相談

献血にご協力ください

※まずは電話でお問い合わせを！
■場所　大淀町大字下渕68番地の4
　　　　やすらぎビル４階
■問い合わせ　☎　０５０－３３８３－００２５

〈県内中南和各地で随時開催しています〉
３月は下市町でも開催されます。予約は奈良弁護士
会まで。
■日時　３月２日（金）午後１時～４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ・予約
　　　奈良弁護士会内中南和法律相談センター係
　　　☎　０７４２－２２－２０３５

財団法人吉野青年会議所は、献血推進事業を開催しま
す。皆さまのご協力をお願いします。
■日時　２月１２日（日）午前１０時～正午
　　　　　　　　　　　　午後１時～４時
■場所　下市町アメニティセンター駐車場
※詳しくは折り込みチラシをご覧ください！

お し ら せ

自衛官各種募集

納期内にお納めください

自動販売機設置希望者募集

■日時　２月１６日（木）午後１時～４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ・予約 
　　　　下市町住民福祉課 
　　　　☎　　５２－０００１（代）
　　　　ＩＰ　６８－９０６３（直通）

2/16　吉野三町無料法律相談
〈奈良弁護士会所属弁護士による無料相談〉

無料になる場合
があります。
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相談内容 時　　間

午後１時

午後３時

場　　　所

２月　２日㈭

３月　１日㈭

２月１６日㈭

３月１５日㈭

相 談 日

下市町保健センター
☎５２－６１２５

下市町保健センター
☎５２－６１２５

行政・人権・
心配ごと相談
（電話相談可）

人　　　　権
心配ごと相談
（電話相談可）

〜

社
協
だ
よ
り

　
札
幌
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
に
は
、
様
々
な

事
情
を
抱
え
る
中
学
生
が
暮
ら
す
。

　
銀
行
員
の
父
親
が
事
件
を
起
こ
し
、
私
立
の

進
学
校
か
ら
転
校
し
て
き
た
陽
介
、
ス
ポ
ー
ツ

万
能
な
が
ら
虐
待
の
記
憶
に
苦
し
む
卓
也
。
高

校
進
学
へ
の
迷
い
と
未
来
へ
の
希
望
―
前
作

『
お
れ
の
お
ば
さ
ん
』
の
旅
立
ち
篇
！

★
お
れ
た
ち
の
青
空
 

佐川光晴　著

　
遺
す
側
・
遺
さ
れ
る
側
の
双
方
が
知
っ
て
お

く
べ
き
「
知
識
」
と
「
対
策
方
法
」
を
、
あ
の

サ
ザ
エ
さ
ん
の
磯
野
家
を
モ
デ
ル
に
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

長谷川裕雅　編

★
磯
野
家
の
相
続
税

　
い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
12
月
16
日
〜
１
月
15
日
の
期

間
に
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
結
婚
内
祝
と
し
て

金
田
　
光
司
（
伃
　
邑
）
３
万
円

●
供
養
と
し
て

福
森
　
啓
介
（
大
　
峯
）
10
万
円

川
北
　
高
德
（
仙
台
市
）
３
万
円

東
　
ハ
ツ
子
（
惣
　
上
）
３
万
円

中
野
　
雅
和
（
栃
　
原
）
２
万
円

平
成
24
年
度 

放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業（
学
童
保

育
事
業
）入
所
児
童
募
集

◆
目
的

　
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進

　
出
な
ど
、
社
会
状
況
の
変
化

　
を
踏
ま
え
、
保
護
者
等
の
労

　
動
や
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ

　
り
、
昼
間
保
護
者
が
い
な
い

　
家
庭
の
児
童
の
健
全
育
成
事

　
業
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

　
下
市
小
学
校
通
学
児
童

◆
保
育
時
間

　
放
課
後
〜
午
後
６
時
20
分
　

◆
休
所
日

　
土
・
日
祝
日
・
年
末
年
始

◆
申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

※
申
請
書
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。
申
請
内
容
に

応
じ
て
添
付
書
類
が
必
要
で
す

の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す

◆
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
　

　
☎
　
52
０
０
０
１
（
代
）

　
Ｉ
Ｐ
68
９
０
６
３
（
直
）

◆
目
的

　
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進

　
出
な
ど
、
社
会
状
況
の
変
化

　
を
踏
ま
え
、
保
護
者
等
の
労

　
動
や
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ

　
り
、
昼
間
保
護
者
が
い
な
い

　
家
庭
の
児
童
の
健
全
育
成
事

　
業
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

　
下
市
小
学
校
通
学
児
童

◆
保
育
時
間

　
放
課
後
〜
午
後
６
時
20
分
　

◆
休
所
日

　
土
・
日
祝
日
・
年
末
年
始

◆
申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

※
申
請
書
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。
申
請
内
容
に

応
じ
て
添
付
書
類
が
必
要
で
す

の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す

◆
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
　

　
☎
　
52
０
０
０
１
（
代
）

　
Ｉ
Ｐ
68
９
０
６
３
（
直
）

２月の休館日

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
下
市
町
立
図
書
館
）

　
　
　
☎
　
52
１
７
１
１

　
　
　
Ｉ
Ｐ
68
９
０
８
０

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日～月曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
★休館日の返却は返却ポストへ
　お返しください

おはなし会

　
図
書
館
の
本
の
購
入
費
の
一
部

は
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２月25日（土）
　 午後２時～

 日 月 火 水 木 金 土

    1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 

 12 13 14 15 16 17 18 

 19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29   

２歳のお誕生日おめでとう！
明るく元気いっぱい育ってね
姉妹仲良く遊んでね!！　　　
　　　　　　　　父・母より

ぬのつじ     の  の  か
布辻　乃々香 ちゃん
２歳　女の子 （新住）
平成22年２月12日生まれ

★
う
た
こ
さ
ん（
絵
本
）

植垣歩子　著

　
う
た
こ
さ
ん
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
お

ば
あ
さ
ん
。
お
り
ょ
う
り
ず
き
の
う
た
こ

さ
ん
を
し
ょ
っ
き
や
ど
う
ぐ
た
ち
は
だ
ー

い
す
き
。
あ
る
ひ
、
も
う
す
ぐ
お
ひ
る
だ

と
い
う
の
に
、
う
た
こ
さ
ん
が
お
き
て
き

ま
せ
ん
。
し
ん
ぱ
い
し
た
し
ょ
っ
き
た
ち

は
・
・
・

２月生まれのおともだち　はっぴー　ばーすでい

３月に誕生日を迎える３歳までのお子
さんの写真を募集しています。掲載さ
れる写真のデジタルデータまたはプ
リントした写真をお持ちください。
締め切り：２月１０日（金）
　　　      情報システム課

●
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

●
電
機
関
係
製
造
業

　
時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

　
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

発
電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械

器
具
、
産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生

用
電
気
機
械
器
具
製
造
業

●
自
動
車
小
売
業 

  

時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

●
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造

業
（
製
材
熟
練
等
）

　
時
間
額
８
１
６
円

　
日
額
６
千
５
２
７
円

　（
平
成
元
年
１
月
25
日
発
効
）

奈
良
県
最
低
賃
金

　
時
間
額
６
９
３
円

　（
平
成
23
年
10
月
７
日
発
効
）　
　
　

　
奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
７
４
２
32
０
２
０
６

特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
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２月の休館日

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
下
市
町
立
図
書
館
）

　
　
　
☎
　
52
１
７
１
１

　
　
　
Ｉ
Ｐ
68
９
０
８
０

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日～月曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
★休館日の返却は返却ポストへ
　お返しください

おはなし会

　
図
書
館
の
本
の
購
入
費
の
一
部

は
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２月25日（土）
　 午後２時～

 日 月 火 水 木 金 土

    1 2 3 4 

 5 6 7 8 9 10 11 

 12 13 14 15 16 17 18 

 19 20 21 22 23 24 25 

 26 27 28 29   

２歳のお誕生日おめでとう！
明るく元気いっぱい育ってね
姉妹仲良く遊んでね!！　　　
　　　　　　　　父・母より

ぬのつじ     の  の  か
布辻　乃々香 ちゃん
２歳　女の子 （新住）
平成22年２月12日生まれ

★
う
た
こ
さ
ん（
絵
本
）

植垣歩子　著

　
う
た
こ
さ
ん
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
お

ば
あ
さ
ん
。
お
り
ょ
う
り
ず
き
の
う
た
こ

さ
ん
を
し
ょ
っ
き
や
ど
う
ぐ
た
ち
は
だ
ー

い
す
き
。
あ
る
ひ
、
も
う
す
ぐ
お
ひ
る
だ

と
い
う
の
に
、
う
た
こ
さ
ん
が
お
き
て
き

ま
せ
ん
。
し
ん
ぱ
い
し
た
し
ょ
っ
き
た
ち

は
・
・
・

２月生まれのおともだち　はっぴー　ばーすでい

３月に誕生日を迎える３歳までのお子
さんの写真を募集しています。掲載さ
れる写真のデジタルデータまたはプ
リントした写真をお持ちください。
締め切り：２月１０日（金）
　　　      情報システム課

●
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

●
電
機
関
係
製
造
業

　
時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

　
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

発
電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械

器
具
、
産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生

用
電
気
機
械
器
具
製
造
業

●
自
動
車
小
売
業 

  

時
間
額
７
９
７
円

　（
平
成
23
年
12
月
25
日
発
効
）

●
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造

業
（
製
材
熟
練
等
）

　
時
間
額
８
１
６
円

　
日
額
６
千
５
２
７
円

　（
平
成
元
年
１
月
25
日
発
効
）

奈
良
県
最
低
賃
金

　
時
間
額
６
９
３
円

　（
平
成
23
年
10
月
７
日
発
効
）　
　
　

　
奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
７
４
２
32
０
２
０
６

特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

毎月 11 日は「人権を確かめあう日」
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30（月） 31（火） 2/1（水） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）
吉野三町共同番組

CATV ネットワーク 12 月号
～お隣の町のちょっと気になる出来事～

１月のトピックス
 １月に放送したニュース・話題
 を総集編でお送りします。　

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

6（月） 7（火） 8（水） 9（木） 10（金） 11（土） 12（日）
下市の昔探訪

「下市の口碑伝説」
案内：菊田仁郎さん

No.34　想像力を刺激する

サイエンスチャンネル
・THE MAKING　「砂糖ができるまで」
・見てみよう植物の世界「光の奪い合い」
・科学医療フロンティア「内臓脂肪が引き起こす心筋梗塞・脳梗塞」

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

求人情報

13（月） 14（火） 15（水） 16（木） 17（金） 18（土）19（日）
２０世紀の記録
～平成４年２月の映像～

町長と語る
～地域の健康づくりについて～

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

20（月） 21（火） 22（水） 23（木） 24（金）25（土）26（日）
みんなの学園通信

２月号
１月の学校行事を紹介します

「初市と下市の発展」
　終了後
　アーカイブス『初市』昭和 60 年放送

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題
健康だより・求人情報

27（月） 28（火） 29（水） 3/1（木） 2（金） 3（土） 4（日）
吉野三町共同番組
CATV ネットワーク １月号

～お隣の町のちょっと気になる出来事～

日常生活圏
ニーズ調査結果報告

ほけん年金課

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

　のうご
き
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平
成
24年

 

発
 行
　
下
市
町
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 
〒
638－

8510 
奈
良
県
吉
野
郡
下
市
町
下
市
1960番

地
 

広告を載せませんか 町の広報紙・ホームページ・テレビに有料広告を募集しています。

平成24年１月30日〜３月４日

放
送
時
間

昼 12：30 から
夕 18：30 から
夜 21：00 から

翌朝   6：30 から

※都合により、番組内容・放送時間を変更する場合があります。ご了承ください。

　　　　平成23年12月31日現在
人　口　6,727人（−8）
　男　　3,180人（−4）
　女　　3,547人（−4）
世帯数　2,646世帯（−3）
　　　　　（　　）内は前月比
出生	 2人	 死亡	 8人
転入	 6人	 転出	 8人

建国記念の日


